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施策の成果目標値見直しの考え方について 

 

 （１）成果目標値設定の考え方 

・（仮称）第３期基本計画の４年間で重点的に取り組むことが、確実に実施され、成果に結びつ

いているのかを確認できる指標を中心に設定する。（重点的に取り組むことに対応した初期ア

ウトカム～中間アウトカムを設定する） 

・成果が現れるのに長い時間を要する指標や、市の取組よりも社会環境など外的な要因による影

響を受けやすい指標は避ける。（最終アウトカムはできるだけ設定しない） 

・行政評価を通じて PDCAがまわることがイメージできる指標を設定する。（指標の成果を確認

することで、次の施策展開を議論・検討できるような指標を設定） 

 

 

（ロジックモデルと指標の階層イメージ） 
 

 

 

  

活動

input output
経営資源（予算、
人員、資産、時間
等）の投入

活動の結果として
提供される行政
サービスの量

社会への
影響

outcome
初期

アウトカム
中間

アウトカム
最終

アウトカム

サービスの直接的な
受益者への影響

(impact)

何をどれだけやったか？ 地域・住民がどう変わったか？
＜行政活動の実績の説明＞ ＜政策目標（課題解決）の実現度の説明＞

指標を設定すべき範囲
重点的な取組の成果が確認しや
すく、ＰＤＣＡをまわしやすい

意識しやすい範囲

地域社会全体への
影響の波及

事業終了後
短期で発現する効果

事業終了後
中長期で発現する効果

当該事業による効果
が主

他事業の効果や外部
要因の影響が大きい

1長期的な視点で意
識すべきだが、短
期的な取り組みの
評価には向かない

子育て広場事業 子育て広場に市民
が参加する 悩みが解消し

楽しく子育てできるようになる

子育て相談事業 悩みをもつ市民が
相談を受ける

ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ事業

保育所整備事業

延長、病児・病後
児保育の拡充事業

予算・人員
を投入する

【子育てひろば参加者数】

【子育てが楽しいと感
じる市民の割合】

子育てしやす
いと感じる市
民が増える

【子育て広場実施回数】

ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ会
員が増える

ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ利
用が増える 地域でサポート

が受けられる環
境が充実する

保育所定員が
増える

待機児童が減
る 働きながら子育

てできる環境が
整う

【ﾌｧﾐｻﾎﾟ会員数】 【ﾌｧﾐｻﾎﾟ年間利用件数】

学童保育サービス
の拡充事業

【相談件数】 【相談満足度】

【保育所定員数】【保育所待機児童数】

利用する

利用する

子育てﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
養成事業

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが増
える

【子育てしやすいと
感じる市民の割合】

【出生率】

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる子育
て支援が充実する

子どもを
産む人が
増える

【養成講座実回数】 【ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録数】 【ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる支援ｻｰ
ﾋﾞｽの数、利用者数】

【地域の子育てｻﾎﾟｰﾄ
体制が充実していると
感じる市民の割合】

雇用環境

晩婚化
の進展

民間ｻｰﾋﾞｽ
の多様化

給付金
世論

【子育て年齢層の
女性の就業率】

ｲﾝﾌﾟｯﾄ
￥ 

ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ 初期ｱｳﾄｶﾑ       中間ｱｳﾄｶﾑ       最終ｱｳﾄｶﾑ 
 
 事業レベル 施策レベル 政策レベル 

資料５ 
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（２）総合計画審議会における成果目標値の見直し 

 

①見直しの流れ 

・各施策の検討の際にあわせて、「どのような成果目標値」が望ましいかについて、総合計画審議会

の委員の皆さんからご意見をいただく。（※データ自体が収集できない項目も存在するため、すべ

てのご意見が反映できるわけではありません。） 

・いただいたご意見を踏まえ、各施策の内容が固まってきた１月～２月上旬にかけて、庁内で成果目

標値の設定作業を行う。 

 

②見直しの視点 

・「重点戦略」に対応する取り組みの評価につながるような成果目標値となる指標を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考：庁内で成果目標値を設定する際に使用するチェックポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主なチェックポイント 

□施策の目指す姿と整合する指標が設定されているか？ 

□次期基本計画の４年間で重点的に取り組むことに対応する指標が設定されているか？ 

□次期基本計画で取り組むことがバランスよく網羅された指標構成となっているか？ 

□市の取組よりも外的要因（天候、景気、社会情勢等）による影響を受けやすい指標となっていないか？ 

□他施策の取組による成果が混在する指標となっていないか？ 

□成果が現れるのに長い時間を要する指標が設定されていないか？ 

□経年的に把握可能な指標となっているか？ 

□経年的に比較可能な指標となっているか（制度や事業規模の変化で変動しやすい指標となっていないか）？ 


